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Ｉ緒言

この報告書は、東京都内湾生,息環境調査結果を昭和４８～５０年にとりまとめたので、引続き昭

和５１年から５４年についてとりまとめたものである。その調査内容は、東京湾のうち東京都の海

面について、そこに生息する水生生物の種類とそれらの消長及びその生息環境である水域の水質、

底質、プランクトンなどにわたっている。

汚染された水域といわれるこの内湾にも、我々の調査によって様々な生物の生活が営まれている

ことがわかってきた。水質汚濁防止法、海洋汚染防止法等による規制と、最近導入されつつある

ＣＯＤ水質総量規制等によって、内湾の水質状況は改善されつつあると思われるが、物理的な観測

データでは、環境が特に著しく改善されたということを示すまでにはいたっていたいようである。

しかし、そこに棲む生物相を見ると、回復の兆しともみられる現象が散見されるようにたってきて

いる。さらに、食物連鎖を含めた生態系でこの水域をみた場合、ここに凄む生物は、その生物の存

在そのものが汚染の浄化、環境の改善に役立っていると考えられる。

東京都内湾は、かつてはのり養殖漁業をはじめ多くの漁業が営まれていた。またハゼ釣り、潮干

狩りなど多くの都民のリクリエーションの場として、すばらしい環境にあった。都民にとって身近

かた唯一の海面、東京都内湾の自然環境を回復し、保護することは首都東京の表玄関としても、ま

た、憩の場としても誠に価値のあることである。そして今後における生物の保護育成のために、我

々の調査力殺立てば幸である。

汚染された、若しくは汚染されつつある水域の調査は過去、現在に例が多いか、汚染から回復し

つつある水域についての調査はあまり例がない。この点においても本調査は先駆的であり、今後と

も調査を続ける価値は高いのではなかろうかと思っている。

Ⅱ魚貝類調査

１．貝類

１）調査方法と調査地点

昭和５１～５４年に東京都江戸川区葛西の干潟（高州、二枚州、人工渚）で枠取による調査

を行なったほか、昭和５２年に沖合部でケタ網による調査、昭和５４年に羽田州で枠取による

調査を行なった。調査位置は図１に示した。

干潟の枠取調査は、干潮時に水深５０cm以浅の部分について２００ｍ間隔（－部１００ｍ間

隔）に測点を設けサンプリングを行なった。サンプリングの方法は１０×１０×１０（０１m）の

カデラートを用い、測点を中心に放射状に１２０.間隔で１ｍの距離の３点から計3,000ｍの

試料を採集し、１１mﾘﾘZ目のフルイにより貝類と砂泥とを選り分けた。採集した試料のうち生貝に
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ついては殼長と重量を、死殼については測点毎の重量を計測した。

沖合部については港湾局調査船の協力を得、間口１ｍ、目合５jlzimのケタ網を曳航し試料採集

を行った。
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2）調査結果

枠取調査により採集された貝類の個体数を資料１に示した。

出現種類数は５１年に６種、５２年に６種、５３年に８種、５４年に７種で、５０年までの

調査以降新たに出現した種類はない。優占的出現種（１㎡当り１０個体以上出現したもの）は

ホトトギスガイ（Musc泌Ｉ〃ＳＳＣ〃Ito処Ｓｍ）、アサリ（Ｔｏｐ６８ｐＭｊｐｐ伽γ皿、)、シオフキガイ

（MLctγα…eγ〃oγmis）の３種で全体の９０冊以上を占め、ほぼ全調査域に出現する。葛西

沖の連続した干潟（人工渚、三枚州、高州）における分布は、アサリが三枚州の西側に多いの

に対し、岸よりの人工渚、三枚州北側にサルポウガイ（ｓｃｑｐﾉｂＱｒｃｑｓ処DCγ…、）、シオフキガ

イか多く、高州の沖側にカガミガイ（Ｄｏ３ｉｍ０７６ｔＳｊｃＬＰｏ”ｉｃ拠８）が多く分布する。葛西の

干潟におけるホトトギスガイのコロニーは極所的で小さな群が散在する状態であったが、５４

年羽田州の調査では、ホトトギスガイのコロニーが調査域の５０９６以上を占めていた。

アサリの主漁場である三枚州における単位当り個体数（個／㎡）は５１年８２９個、５２年

２６１個、５３年１７７個、５４年３０個で年々減少の傾向にある。

５２年８月に実施した貝ケタ網調査では、三枚州沖でアカニン（RuPol〃αｗ"OSα）、サルポ

ウガイ､パイ（ＢｑＭｏ"ｊｑｊｑＰｏ冗伽）の生息が若干みとめられたが、中央海域から羽田沖にかけ

てはムラサキイガイ（Ｍ２/“z処８cd秘ljs）、トリガイ（Ｆ－皿Ｉ"'＠ｍ処ticq）の死殼がみられたのみ

で、有用生物の生息はほぼ皆無であった。

3）考察

アサリの減少傾向について若干の考察を試みる。

荒川と江戸川にはさまれた葛西の干潟漁場は、河川水の増加による急､激左低かん化と浮遊汚

泥の漁場被覆が貝類の生存に最も大きく影響すると考えられるが、この点についてはさらに塩

素イオン濃度の連続観測等の調査が必要である。

アサリの減少傾向については、海洋生物に一般的にみられる長期変動であることも考えられ

る。このような場合には食物連鎖における同階級の生物の増加がしばしば観察されるが、本調

査域についても５３年以降シオフキガイの増加が認められ、また本調査では確認できたかった

が、５４年秋～冬季にパカガイ（Ｍactγｑｃｈ……8）の増加か漁業者から報告されている。

いずれにしても最盛期（昭和４９年１，０４２個／㎡）のわずか３妬に落ちこんだアサリ資源の

維持、増加のためには種苗の放流、客土等の施策を行う必要があろう。
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魚類

1）調査方法

魚類調査は図２に示した地域について、投網、小型地曳網による試料の収集を行った。投網

は目合２４卿、５０１，W１，８０繩の３種を漁況に合わせて使用し、操業は地元漁業者に依頼した。

小型地曳網については主対象魚であるマハゼの成長に合わせて、春季は袖網の長さ４５ｍ、網

丈0.7ｍ、袋網の間口１．５ｍ、目合１．８脚のもの、夏季以降は袖網の長さ６ｍ、網丈０．９ｍ、

袋網の間口２．７ｍ、目合ａ８ｊＭのものを使用した。

調査の主対象であるマハゼについては上記２漁具のほか、釣、筒による採集も試みた。また

温水魚研究部で実施している内水面生息環境調査により、江戸川、中川水系７地点について地

2．

曳網による分布調査を行なった。
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2）調査結果

（１）東京都内湾における魚類相

５１～５４年度に投網、地曵網により採集した全ての魚を資料２に示した。

投網による採集魚は１９種で、その組成はスズキ（Ｌ…Ｃｌ｡b…ｊｑｐ……）（セイゴ、

フヅコを含む）が５５冊で最も多く、次いでコノシロ（ＫＯ刀。…ZﾉＳｐｗＬｃｔｑｔ皿ｓ）２４妬、

ボラ（〃処ＷｃｅｐＭ”）８妬で、この３種で採集魚の約９０冊を占める。この組成傾向は

４８年に調査を開始して以来変っていたい。

地曳網による採集魚は３１種で、トウゴロウイワシ（Ａｔｌｂ…”ｂｌ“ん`γZ）、マハゼ（Ａ－

ｃｑ"tﾉbo90M`８/lαひｉｍｑｎＣｊｓ）がそれぞれ４２％で大部分を占め、次いでサッパ（Ｈαγ…皿ｌｑ

Ｚ…8ｊ）４冊、ヒメハゼ（Gobi処swm…cﾉZc”）４冊、ヒイラギ（Lejo9"ａｔﾉZ皿Ｓ…ﾉｉｃ－

ｌｉ８）３妬等であった。地曳網調査の主対象である高州干潟週辺で採集した魚類について月

別の出現を図３に示した。

図３干潟に出現する魚類（地曳網）
－５－

０ ０ ０ ７ ０ ０ 1０ 1１ 1２ 1 ８ ０

◆アっｑ

カククテイワヶ

■イ

で丁ナプ

トウゴ■ウイワツ

哉，

ヒイﾗﾏ

スズ午

マツグイ

ヴトビユ

ゲマ１▼の

夕■グイ

夕Ｐサギ

1傍●チ

シ●ギス

ハククテヌメＵ

ノト・クサリ

ﾏン鋲

スリ‐ゼ

ヒメハゼ

マハゼ

ピリソゴ

ウ々ブリ

シマ夕、ゼ

。《ズハゼ

マゴチ

イツ〃レイ

夕ザフク



(2)マハゼの生息状況

５４年度の調査結果を中心に江戸川、中川水系と高州における月別のマハゼの出現を表１，

調査地点の概略を図４に示した。

表１からマハゼの分布、移動を推察すると、３～４月頃にふ化した稚仔は５月には高州全

域および江戸川の全調査地点に分布する。６月にも全調査地点に分布するが、分布の中心が

江戸川と中川放水路の合流部付近から高州の江戸)||側に集中する。７月には分布の中心は変

らないが、遊泳力増加によって採集が困難にたることと、生息水深がやや深くたり我々の小

型地曳網ではカバーしきれたいこと等［より採集個体数が大巾に減少した。８月には高州４

地点と流山橋にみられたくたり、９月には高州全域、篠崎水門以北で採集されたくたる。

表１マハゼの出現状況（地曳網１回当り採集尾数）
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図４マハゼ調査地点模式図

１０，１１月には中川放水路下流部に集中し、漁業者等の釣り情報によっても他の水域での

釣獲はきわめて少ない。１２月以降は最干潮時にあわせて夜間の調査を行なったが、１２月

に高州周辺に生息が確認されたものの、１月以降は採集できたかった。また１２月以降は成

魚の分布を確認するために釣り、筒による採集を試みたが採集できたかった。この間の漁業

者等の'情報によると、中央防波堤沖から高州沖、水深１ｏ、前後のカレイ釣りにマハゼか混

獲されることから、水温の低下とともに産卵行動を兼ねて深部への移行が行左われていたと

'思われる。

なおマハゼふ化稚仔の分布を調べるため、５２年４月に稚魚ネットによる採集を試みたが

確認できたかった。

－７－

●巳
●

守0‐

白｡､◆｡●Cｅ｡■□｡
●ｃｃ●

●●0Ｃｅ●■e
0●

●印●巳 ●巳

⑤●

人工堵．．．
●､｡■

●●

■● ⑪｡

□■■ 勺●●●●■■CbQ●●●

＄ら⑪の ・ＣＯ･・｡。

▲▲-●－



3）考察

干潟に出現する魚類はハゼの仲間のように生涯の大部分を干潟で過ごすものと、イワン類の

ように一生の内の一時期、主に稚仔の時代を干潟で過ごすものに分けられるが、本調査による

この両者の合計は２８種で、全採集魚４０種の７０冊にのぼる。あとの項に記すとおり干潟周

辺では魚類の良好な餌料である小型甲殻類の発生が顕著であり、また水質も他の水域に比して

良い。これらのことは、東京都内湾にのこされた唯一の干潟である三枚州、高州が、内湾の魚

類資源維持にとって極めて重要な存在であることを示している。また人工海浜等なぎさ浅海部

の造成は魚類の保護育成にきわめて有効左施策であることを示唆している。

本調査を開始した４８年以降の高州におけるマハゼ稚魚の単位面積当り漁獲尾数を表２に示

した。欠測のない６月および７月のデータによりマハゼ稚仔発生量の検討を行たうと、６月で

は５１年をピークに以降減少傾向にある。また７月では５２年をピークに減少傾向をみせ、５４

年の値は過去７年の最低であった。この結果は５４年のマハゼ発生量がかなり低い水準であっ

たことを示しているが、５４年夏～秋のハゼ釣りシーズンには特に不漁であったという情報は

ない。マハゼの漁獲量については正確な統計が出ていたいが、仮bに新聞情報等で１シーズン

に１回以上１束釣り（１人当り百尾の釣り）があった場合を釣人が満足できる資源水準であっ

たとすると、本調査発足の一因であった４７．４８年の不漁をのぞいておおむね満足できる水

準にあったと考えられる。これらのことはマハゼの漁模様が発生量よりもむしろ他の要因、例

えば夏場の水質状況等に左右されることを示しているようにみえる。

表２高州におけるマハゼ稚魚の平均漁獲尾数

（１網当り３５㎡）
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，

Ⅲ環境調査 lＵ

環境調査は新日本気象海洋株式

会社に委託して行なった。

＝■P

囚

1．水質

１）調査方法

調査は年間で最も水質の悪

化する８月下旬を基準とし、

５１年８月３０日、５２年８

月２９日、５３年８月２６日、

５４年８月３０日に実施した。

調査地点は図５に示す２０

測点である。

観測一採水は原則として

上下２層とし、潮流は海面

下１ｍ（上層）と海底上１

ｍ（下層）、採水は海面下

0.5ｍ（上層）と海底上0.5

ｍ（下層）のそれぞれ２層

で行なった。

測定項目および観測一分

析方法を表３に示した。

§U「

／

Ｑ ９ＩＱＬ

）

Ｚ

ｄｏ、

ｎ
Ｊ

、図５調査地点図

表３観測・分析法

観測分析法

ＣＭⅡ型起電式流向流速計を使用

検定付き棒状温度計、鉛直分布についてはサーミスタ温度計

日本色研色名帖による目視観測

セフキー板による現場測定

ワールポール比色計による現場０５１定

赤沼式比重計により現ﾉｮ3測定し、比重換算表により標準温度（１５℃）に換算

ＪＩＳ－Ｋ－ＯｌＯ２－２４－３の方法

ＪＩＳ－Ｋ－Ｏ１０２－ｌ３の１００℃による過マンガン酸カリウムによる

酸素滴費且を測定

海洋観測指計に示されたインド・フェ’一ル法

海洋観測指針に示されたＧ－Ｒ試薬法

海洋観測指針８３の電気巨導度法

ＪＩＳ－Ｋ－Ｏ１０２－２７．Ｃの、－プチルアルコール抽出法

明
Ｈ
Ｃ

Ｄ

項
潮
水
色
透
比

目
一
流
一
混
一
相
一
度2）調査結果および考察

（１）潮流

昭和４８～５４年の資料を

観測時によって上潮、下潮の

データに分けプロットし、図

６に示した。三枚州では上潮

が北～北東流、下潮が南～南

童

ＣＯＤ

ＮＨＯ－Ｎ

ＮＯ２－Ｎ

Ｃｌ′

Ｐｏ４－Ｐ

西流の顕著な潮汐流かみられ

るが、三枚州沖～羽田沖にかけては上潮、下潮とも流向が一定せず潮流の傾向をつかむこと

－９－
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ができなかった。また上下層の流向も一致したい場合が多い。観測結果中最も強い流れは昭和

４９年三枚州沖のＳｔ，３１底層で、南西０．５５ｍ／secであった。

(2)水質

昭和５１～５４年度の測定分析結果を資料３に示す。

ａ色相・透明度

東京都内湾の色相は赤潮等の影響により変化が大きいが、調査海域では三枚州とその他

の海域に２分でき、三枚州では，γα1/ＭＵｏ/…,γ６６〃が多いが三枚州沖～羽田沖にかけ

てはｂγＯ脚misﾉｔｏｌｊＷ,ｗｌ肋加j3h6γ､oγもしくは｡｡γ化,γｑｙｉ８ｌｂｂ７ｏ凹夘の色相変化がみられる。

透明度は三枚州で高く三枚州以外の海域で低い。この傾向は色相と一致する。観測時の

天候は５１．５４年が雨、５２．５３年か晴であったが、透明度は植物プランクトンの増

減に左右されるため、雨天時には晴天時の約２倍の値で高くたっている。

ｂ水温

８月下旬の表面水温は雨天時２３．８～２４．６℃（５１年）､晴天時27.3～30.3℃(53年)と

天候による影響が大きい。水平温度分布は雨天時に約１℃、晴天時に約３℃の地域差が表

われるが、地形、潮汐流、河川水等の影響によって冷水域、暖水域の出現は一定していた

い。

５２年以降に行なっているサーミスタ温度計による水温垂直観測結果を、調査域に沿っ

た沖合部についてまとめ、図７に示した。図からわかるとおり５３年には夏季、東京湾に

特徴的な１０，層付近の温度鰯層が形成されているが、５２年、５４年にはみられていた

い。特に５４年は１０，層の水温が高く、０～４ｍに逆転層が形成されるなど特異な海況

であった。

ｃｐＨ

上層水のｐＨは前項同様天候による影響があらわれており、晴天時の５２．５３年に8.1

～９０，８０～８８と高く、雨天時の５１．５４年には7.8～８３，８．１～８４と低かっ

た。底層水のｐＨは上層水のような変動はないが、調査結果は年々上昇傾向を示している。

－１１－
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3７５１３４４７３１３２

Ｓｔ・Ｎｏ．Ｓｔ、Ｎｏ．

0

２

水４

深６

〆■、

顛

一８

1０

1２

５２年８月 ５３年８月

図７水温垂直断面図

５４年８月

ｄＤＯ

上層水のＤＯも前項同様天候による差が大きく、晴天時には１０．９～２２．８ｐｐｍ、５．９

～１８１ｐｐｍ（５２，５３年）、雨天時には３６～117ppm、３８～８７ｐｐｍ（５１，５４年）

であった。底層の観測結果は水深による差か大きい。

温度躍層の形成が顕著であった５３年のデータを水深と対比きせ表４に示す。温度鰯層

の形成された１０ｍ以深のＤ０値は０．６～1.4ｐｐｍで藪物の生存には不適である。また水

深６～８．６ｍの上下による差か大きく、６ｍ以浅ではＤＯ値８ｐｐｍ以上、酸素飽和度１００

冊以上であるのに対し、８６ｍ以深ではそれぞれ半減以下とたっている。

ｅＣＯＤ

水質汚濁の指標の一つであるＣＯＤは上層で５１年２８～６．２，５２年1.2～１０．７，

５３年４．８～９．６，５４年３．７～５．７、底層で５１年１２～５．２，５２年０．９～６．１，５３

年３．２～８．２，５４年２７～5.0であった。これらの値を公害対策基本法による生活環境

－１２－
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の保全に関する環境基準にあてはめると、三枚州で類型Ｂ水産２級に達するものの、全体

では類型Ｃ環境保全水域であり、一部には類型Ｃの基準値８ppm以上の値も観測された。

ｆＮＨ４－Ｎ、ＮＯ２－Ｎ、ＰＯ４－Ｐ

表記３種の栄養塩類は観測年毎の差が大きく、変動状況は特別を傾向を示していたい。

ｇｃｌ、比重

塩素量および比重については、上層では前項同様特別な傾向を示していたいが、下層の

最小値は塩素イオン濃度で５１年１２５８％０，５２年１２９２％０，５３年１４３７％０，５４

年１４．２２％oと増加傾向を示している。

表４水深別ＤＯ値（５３年）

Ｓｔ番号｜観測深度(､）ｌＤＯ(ppm）’０２飽和量(妬）｜水温（℃）

０５ １２．７ １８１．４ ２８．６

２８．８

２８．５

２７．２

２７．３

２７．４

２７．２

２６．６

２６．８

２６．８

２５．５

２６．１

1．９ １３．０ １９０．１

2.5 9.7 １４０．６

2.8 １０．３ １４４．５

４２ １１．０ １５３．６

8.25.0 １１５．５

8.46.0 １１７．２
～～〆～￣～￣～～

8.6 ５５．４3．９

8.6 3.6 ５１．５

4．９8.8 ６９．７

8.8 2.4 ３３．６

9.0 ３６．８２．６
～～￣～

０．８ １０．８１１．１ ２３．０

２２．７

２２．５

２３．１

２２．９

２２．７

１１．２ 0.7 9.4

0.8１１．７ １０．６

１１．７ 0.6 8．１

1．４１２．１ １８．９

１２．４ 1．１ １４．８

～~～～～は曜層の存在を示す。

－１３－



底質

1）調査方法

調査地点は図５に示した３５測点で、港研式採泥器により表層土を採取し、泥温、臭気、色

相等を観察したのちアイスポヅクスに入れ保存し、硫化物の測定に供した。分析は「水質汚濁

指針」に示されたヨウ素適定法によった。

2）調査結果

底土における硫化物の調査結果を表５に、４年間の平均値の水平分布を図８に示した。

三枚州周辺は黒もしくは濃褐色の砂であるが、三枚州沖から羽田沖にかけては黒もしくは灰

緑色のシルトで、大部分かいわゆるへドロ状である。乾燥試料１９中の硫化物の量は４年間の

平均で三枚州0.3811u,、三枚州沖Ｌ９２ｌｌｚｙ、中央防波堤沖１．４５１１V、羽田沖１．５２叩と三枚州

2．

表５硫化物分析結果

５２年 ５３年 ５４年

llliiD
域
州田

羽
田
沖

水
羽

０．６５ ２．５７ ０．４９

０．３２ ０．３９

２．７７ ０．３８ 1.11

０．１６ ０．７３ ２．１７３７

２．０６ ０．５０ ０．４９ ０．９７中
央
防
波
堤
沖

１．７０ ０．７６

３．２３ ０．０３ ０．５２

０．１２ １．０５

１．６２ ２．９６

１．８１３０ ０．６７ ２．５７

３４７

枚
州
沖

１．９０ １．７７

280 ２．８９

０．８７ １．０７ ０．６８

１．３６ １．２３

０．１６ ０６５ ０．２９

０．０４ ０６３ 0.10

０５２ ０．１１枚
州
西

０．０２ ０６８ ０．９９ ００２

0.01 ０．０５ 0.11

０．５０ ０２２ ０８ ０．０７

０．７８ ０．７５ １．０１ ０５

０．２７ ０１９ ３．１５ ＜0０１

０．３６ 0.11

０．３２

０．０２ 0.01 ００３ ＜0０１

０．０２０２ ０．１８ ＜001枚
州 ０１

01 ０２

０．２９０．１９ ０２

東
０１ ０．０１ ０．１５ ＜００１

０７ ０．０７

０．０２ ０．２６０．０１ 0.01

０．８４１．０２ １．０５年平均

－１４－



で低く三枚州沖で高い。Ｓｔ，２７，３０，３１，４７の荒川河口沖で特に高い値を示し、いずれも

Ｍ,をこえる。また三枚州では西高東低の傾向を示し、荒)Ⅱ側で高く、江戸川側で低い。

年度別の全測点の平均値は５２年のＬＯ５岬をピークに減少傾向を示し、５４年は０．６９叩

であった。

／

ＤｇｕＯ７００五BOC

〃 】ｈｈＢＤｄ

、缶津

、

図‘硫化物水平分布函Ｗ≦;}j鰯）
3．プランクトン

１）調査方法

昭和５１年度に水質潮流調査と同時に同一の２０測点で、

した（図５）。

植物・動物それぞれの試料を採集

植物プランクトンは海面下０．５ｍ層からバンドン型採水器で５８採水したものを試料とし、

動物プランクトンは丸川式開閉ネット（ｘｘ１３）で全層曳きによりサンプリングを行ない、

－１５－



いずれもホルマリン固定し持帰り調べた。なお計量固定は原則として海洋観測指針の方法によ

り行なった。

）調査結果

1）植物プランクトン

植物プランクトン沈澱量の結果を図９に示した。５２採水法で採取した植物プランクトン

沈澱量は１６４～１，３２０cc／､P、平均６００cJQ/ｈｆであり、１５号地先（Ｓｔ、３３）、中央防

波堤先（Ｓｔ、３６，５１）、羽田沖（Ｓｔ、３７，３８，３９，４０，４１）の値が約９００～1,300

ｃｃ／,,fと高く、三枚州（Ｓｔ，１２，１３，２０，２３，４２）､三枚州沖（Ｓｔ、２７，２９，３１，３２）

１５号地先（Ｓｔ、３０，３４，４７）の海域では高い値の海域の約遜の量であった。

植物プランクトンの検索結果を資料４に示した。珪藻１５種、Ｉ間鞭毛藻１０種、黄色鞭毛

藻１種、ミドリムシ２種、微細鞭毛藻４種の計３２種が出現した。また植物プランクトンの

他に赤潮をひき起す動物プランクトンの一種繊毛虫類、Mesodi"ｊｍｍγ似b処ｍｍｚも検出され

た。各測点では１１～２１種、平均１７種の出現をみている。、

出現総細胞数は１，９７４６～３９．１３７．６ｃｅｌｌｓ／Ｍ平均１７，２２４２cells／〃であった

（図１０）。分布傾向は沈澱量の場合と同様にＳｔ，３３、中央防波堤先、羽田沖で高くたり、

全て2ｘｌＯ４､ellMm`以上であるのに対し､三枚州および三枚州沖では約培の値でゆた。

2）

（１）

1３２０

1２４０
1２２０

ｕ２０
(･･/bP）

lｐＯＯ

’０６０
１，４０

９３０

8７６

5００

3５２

3２０

ｉｍＴ「
２７０２４０

「
;=:示弓司豈:;蒜:二佇豈急;L二

図９植物プランクトン沈澱量（ｃｃ／hi8）
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図’３植物う゛ランクトン種組成□9?IY9Wi雲旦堅鯉｡。
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これは特に優占種であるＴｈａｌａｓ８…jγａ。…pi…の出現状況に起因する。図１１，図１２

にそれぞれ優占的出現種であるＴﾉZqlq…ｏＳｊｒｑｄ…p`…，SteIeto"ｅｍｑｃｏＳｔｑｔ拠加の出現

状況を示したが、三枚州で低く、羽田沖にいくつにつれ高い値を示しているのがよくわかる。

図１３に測点別の種類組成を示す。出現総細胞数に分布傾向があるのに対し組成的には全

測点を通じほぼ一様で、出現割合は珪藻類９０冊、渦NHi毛藻類、ミドリムシ類各々１妬、微

細鞭毛藻類６冊であった。

(2)動物プランクトン

動物プランクトンの沈澱量を図１４に示した。ネット法で採集した動物プランクトンの沈

澱量は０．５～１７．７cc／㎡、平均２．６cc／､fで、羽田州に近いＳｔ、４１で特に高い値を得た。

動物プランクトン検索結果を資料５に示した。原生動物１４種、輪虫類２種、甲殻類６種、

クラゲ、矢虫、尾索類それぞれ１種、幼生８種の計３３種が出現した。各測点では７～１７

種、平均１３種が出現した。

出現総個体数は112~l696ind／:Z鞘569inMZで三枚州､羽田沖で高い値を示し中央防波

堤沖で低l,､(図15)。この分布傾向は主に甲殻類のOitﾉto、…αおよび#聯毛藻類の彫７Ｍ‐

刎拠、ｐ`"、,…、'ｏｒｍｑｄｅｐγ…nm(/亡よるもので、両者の出現状況を図１６.図１７に示

した。出現総個体数の多かった三枚州東側のＳｔ、１３，２３，２９，羽田州に近いＳｂ４１での

出現個体数は７～１１種で、全体の平均２３．４種よりも低い。

種類組成は図１８に示すとおりＯ“bo“犯｡"｡等のCopcpodqが平均６０妬を占め、次い

で彫γＭｉ"ｍｍＰ６"ta9o1Wm／ｏ７ｍａｄｃｐγ`…ｍ等のＤＪ"。pﾉbyc…，ＰＯＭﾉbqetQ等の幼生が

占める。三枚州（Ｓｔ，１２，１３，２３，４２）と羽田沖（８ｔ．３９，４０，４１）ではCoPePodqの

占める割合が８０％前後と高いが、三枚州沖では、j伽oPh"c…の割合が４０～５Ｍと高い。

Ｄ…Ｐｈ"c…を除く動物プランクトン全体に対するCoPePodaの割合は平均８１冊で、Ｓｔ、

３６を除いてほぼ一様である。
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4．底生生物

１）調査方法

昭和５１年度に水質、潮流調査と同時に同一の２０測点で試料を採集した（図５）。サンプ

リングの方法は港研式採泥器を用い、１測点につき２回採取し、この２回分の試料を１試料と

してホルマリンを添加し、持ち帰り固定し定量に供した。

２）調査結果

（１）調査海域の概況

調査地点の水深および底質を図１９に示した。調査した海域のうち三枚州沖側～中央防波

堤沖は１０ｍ以深、三枚州および羽田州の８ｔ、４１は５，以浅であった。
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底質は水深との相関が高く、浅海部で砂泥、細砂もしくは砂、７ｍ以深の地点では軟泥で

あった。

１卿目のふるいで洗った残澄はアサリ、ホトトギスガイ等の死殼、カンザシゴカイ類の瘻

管であった。

(2)底生生物

底生生物の調査結果を表６、査定結果を資料６，種類数および生物群別出現割合を図２０

に示した。

麓
伍
体
数
皿

５

:三豊と
軟体類

－－

－多重墨

：

１，
2,500

割鬘,蝋引毫T…,＿薑|，≦
=とトニニニ'二三三i三三コ二二i三三三｣工二三二Z

水域

一

sｔ、１１０

図２０ 底生生物出現分布

全調査地点を通じて出現した生物の総種類数は７３種類で、このうち多毛類が４１種、軟

体類か１７種、甲殻類が９種、その他が６種であった。図２０に示す通り種類数が最も多か

った地点は多摩川河口のＳｔｏ４１で４１種、逆に三枚州沖のＳｔ、３２，１５号地沖のＳｔ、４７

ではわずかに１種だけであった。

調査した海域を三枚州、三枚州沖、中央防波堤沖、羽田地先の各海域に分けると､三枚Ｈ１で

種類数が最も多く平均２９．４種、次いで羽田地先の平均１５２種、三枚州仲、中央防波堤沖

－２３－



では少〈、それぞれ平均８３，５．８種であった。三枚州の海域は水深５ｍ以浅で、底質は砂

泥、砂もしくは細砂であり、他の地点でも砂もしくは細砂の底質の地点では種類数か多かっ

た。

採取された全個体数は約１５千個体で、このうち軟体類が５４筋、多毛類が４２冊を占め、

甲殻類・その他が296づつであった。軟体類が半数以上を占めるのは、極所的に群生する

ホトトギスガイによるものである。多毛類ではスピオ科（Ｐγ…ｏｓｐｉｏｃｆｒｉ〃ZlQ）が優占

的に出現する。

全体を通じて優占的に出現した種とその個体数および総個体数に対する組成比を表７に示

した。ホトトギスガイは全体の４８２％を占める。次が多毛類のＰγ`o"oSPjocjγi'６１J｡で

１７．７冊、この２種で全体の６０筋以上を占める。３位以下は個体数が少なくなるが、１０

位までの優占性種で合計１２，６６３個体、全体の８８％を占め、残りの１２％が６３種に分

類される。

底生生物を多毛類、軟体類、甲殻類、その他の４群に分けて各生物群の個体数分布をみる

と次の通りである。

表７優占性種

順位種名

１）軟体類Ｍ…処ｌ噸…〃…‘｡

２）多毛類ＰγiO"ospiocjr川ｌｚｑ

３）軟体類Ｂ〃dMLpesphiljppi〃αγ拠れ

４）多毛類ＡＭｓｔγ…川ｓ〃α〃ｑ０ｋｑｊ

５）〃ＨｙｄγoMCse…"sjs

６）〃Ｐγjo1coSPioPi冗伽ｑｔａ

７）〃Ａγ、α，udjqノα"clolata

８）〃ＣａｐｉｔｅＩｌｉｄａｅｓｐ

９）〃１V…ｉｓ…匝冗eo

10）〃ルｐＭ/ｓｐｏＪｚ/６７｡〃‘んiａ

総個体数組成比(妬）

６，９３２４８．２

２，５４３１７．７

６８５４．８

６２５４．３

５１８３．６

３９３２．７

３１５２．２

２４１１．７

２１９１．５

１９２１．３

合 計 １２，６６３８８．０

(１４，３８７）（１００．０）
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多毛類が最も多く出現したのは羽田沖のＳｔ・３９で１，１３１個体、次いで三枚州のＳｔ､１２，

１３，２５，４２，三枚州沖のＳｔ２９，中央防波堤沖のＳｔ、３６，羽田沖のＳｔ、４０，羽田

州のＳｔ､４１では４００個体以上出現した。測点別の出現比では水深１０ｍ前後の軟泥の地

点では９０９６以上を占め、三枚州沖、中央防波堤沖、羽田沖では１００筋もしくはそれに近

い値を示したｄ汚染に対する耐性が強く、有機汚濁の指標種であるＰｒｊ０"ｏｓｐｊｏｐｉｍ０ｏＺｑは

優占性種の６番目に位置し、三枚州沖に多く出現していた。

軟体類は三枚州に多く出現し、三枚州沖、中央防波堤沖、羽田仲では極めて少なかった。

三枚州のＳｔ、１２，４２ではホトトギスガイか群|妻していたため軟体類の占める割合が高かっ

た。優占種第３位の几mdjtqpesは三枚州のＳｔ、１２，１３，羽田州のＳｔ、４１に多く、淡水の

影響が見られる砂質の所に出現していた。

底生生物のうち一般に汚染に弱いとされる甲殻類は種類数、個体数とも少なく、三枚州お

よび羽田州のＳｔ、４１以外の地点では出現していない。Ｓｔ、４２でアメリカフジツポ（Ｂｑｚ－

｡…‘b……），ヨーロッパフジツポ（Ｂｑｌ０冗迦ｓｉｍＰγo”…）が多く出現しているのは

アサリ、ホトトギスガイの死殼に付着していたものである。８ｔ、２３ではドロクダムシ科

（ＣＯγoPﾉZi…ｓＰ）、Ｓｔ、４１ではイッカククモガニ（Ｍ…ethmsmo"００６γ0ｓ）が多く出現

していた。
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〃
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郎
也
朗
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達
鉄
真

５４．８.～５５．３．

５４．４.～〃
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内智
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現
現
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小笠原水産センター所長
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大島支庁産業課長

大島分場
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水産課長

５１．４.～５４．１１．
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〃

〃

〃
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北
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資料１ 貝類枠取調査

｜
］
｜
］

２８

三
場所

測定 '点

シマメノウフネガイ

ツメタガ・イ

アカニシ

アラムシロガイ

ヒメムシロガイ
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結果表（個体数／㎡）

※底生生物調査採泥器による調査結果

５４．６５４９５３．４ ５３．５ ５３．５５２．６５２．６ ５２６５２．６

人工渚高洲三枚洲 人工渚高洲 人工渚三枚洲人工渚人工渚

８６ ６２４７ ６３３１５４

６８

】１

１１

１ ２

７ 1，５３３１２４ ６４１８２５

２

１７

２９４１１７７ ８３１３０ ３０１４４１１０３１３１２６１１１９

１７１３０２ ２８１２２１２４ ５４

１

１１
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資料４ 植物プランクト

計靭三毛藻縦，、ノＺＵＣｅａ巴

ソ７０７°Ｃ

皿7.-77Ｚαγ￣ＺＬＺＣ￣しＣＤｏｕ７￣Zｕ
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Dz7LO刀

ＤＩＵ丁Ｕ７７Ｌ７ＬＯＣ

８１Ｐ

ユ１ｍ
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【Ｌ巴
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－６０－
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ン検索結果（ｃｅｌｌｓ／１Ｍ）

注）＋は０１＞を示す。

４７ ５１４２４０ ４１３８１３９３７３６３４３３３２３１
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川i１町llWf
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Ｕ羽Lｊ２７Ｌ７ＬＤ

鞭毛操納〃Ｔ］ｎＵＺｎＣａＧ

DａＺＺＬＣｌＪ１炉`Ｄ７Ｚｕ

DⅡノノＺＵＬｏＢＵ化

B１ＲｚＬｔ７ｃｌｚ

徴細鞭毛想Ⅲ〃２のし□

９１行ＡＺａｍＴｍＺＯｍＯ７Ｍ 。

ＤｌＴ/b７ｏｃ 【」

ｒ＝ｷー卍

死徳

Ｈ酢

－６２－

２３

２４

２５

Pc71m,α〃３ 羽状目

ＰＺｃｚＬ７０ｃｚ９ｍａ＄Ｐ．

ⅣＺｆｚｓｃ/bＺａＳｅ７ｉａＺａ

Ⅳ． ‘Ｏ几gＺＳ３Ｚ７７Ｚａ

Ｃ/ｂ７Ｗｏ】りんｙｃｃａｃ 黄色鞭毛藻綱

261E`γ加ｆγ‘

ＥｚＬ９Ｚ

２７

２８

Ｃｎ,０ ｐ/bｙ

Ｐａ ｔｚｔａ

ミドリムシ綱ＣＣａｅ

ＥｚＬ９Ｚｅ〃ａＳＰＰ．

ＥｚＬｆ７ｃｐ ＺＺｅＺＺａ ｓｐ．

ＦＺａ９ｅ〃αＺα 微細鞭毛藻綱
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３０
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ｓＰ.

ｓｐ.

Ｃａγｔｅγα Ｊｐ.

U7Lk7Lou）〃

cＺＺＺａｆａ繊毛虫綱

331M………γ…γ辿れ

沈澱量（ｃｃ/綴）
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資料５．動物プランクト
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〔ＰＲＯＴＯＺＯＡ〕原生動物門
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Ｐｙ７ｏｃｙ sｆＺＦｎＤｃｆＺＺｚＬｃａ
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ＰＣγ、 ｙγａ７Ｌｚｚ

ＰＣγ、

ＣｅγαfZzL77z

ＳＰＰ.

／ ｕ,sｕｊｎ

Ｃｅγ、 ｔγＺｐ“

渦鞭毛藻綱

／

Ｃｅγ、 、αＣγＯＣＢγＯＳ

Ｃｅ７． $Ｐ.

ｄｅｐγｃＦｓｚＬ７７ｚ

ＣＣＺ〃ａｆａ 繊毛虫綱

ＴＺ７Ｌｆ Ｚｎ,7LＯＰ３ＺＦ ６ｃγｏＺｄｅａ

Ｔ２囮 ＴａＱＺＺｒ

ＦｏｚﾉｃＺＺａ ＺαγαＺｋａｃ几ＦＺｓ

TZ7LfZ7L7LZLS ZzLFu,Ｆ－ｚｍ,ｄａｃ

ｏＳａ７ｃｏｄＺ〃α 肉質綱

ａＣａ７ＬｔんＯ７７ＺＣｔγＯ７Ｌ ＰＣ ZZuCZdZL77Z

〔ＣＯＥＬＥＮＴＦＲＡＴＡ〕腔腸動物門

oHj/ｄγｏｚｏａ ヒドロ虫綱

〔ＡＳＣＨＥＬＭＩＮＴＨＥＳ〕袋形動物門

ｏＲｏｔａｆｏ７Ｚａ 輪虫綱

ＳＷ,ｃ/lａｅｆａ ＪＤＰ.

７γＺｃﾉｂｏｃｃγＣａ７７２αγｚ７Ｌａ

〔ＡＲＴＨＲＯＰＯＤＡ〕節足動物門

。ＣγｚＬＦｔａｃｃａ 甲殼綱
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ン検索結果（ｉｎｄ／’）

注）＋は０１＞と示す。

４２ ４７ ５１３９ ４０ ４１３７１３８３４ ３６３２ ３３３０ ３１２９
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＋

０５0．５１０．７0．６１０．２
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機川Ⅱ M|:：
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0.5L圏|唾|;：H:lＨ１８
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＋｜＋＋｜＋ ＋｜＋＋｜＋＋＋

＃1．，＋ 0.4
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名種〃6【 Ｓｔ．

ＯＢγａ７Ｄｃ/ｂＺｏｐｏｄａ 鯛脚亜綱

Ｐｅ７ＬＺ〃ａＳｃ/ｂｍａＣｋｅγＺ

ｏＣｏｐｅｐｏｄα 焼脚亜綱

Ｐａ７ａｃａＺａ７ｚＬｓｐａ７ＵｚＬＦ

ＰＳｃｚＬｄＯｄＺａｐｔｏｍｚＬＳ７７ｚａ７ｚ几α

０２ｔ/bo7Da〃ａ７Ｌａ

ＭＺｃγ０３ｃｔｅ〃ａ几ｏγＵｃｙｚｃａ

Ｍ叩Z加ｓｏ／ｃｏｐｅ】Codα

〔ＣＨＡＥＴＯＧＮＡＴＨＡ〕毛顎動物門

ｏＳａ９ＺｔｆｏＺｄｃａ ヤムシ綱

ｓａ９ｚｆｆａｃ７ａｓ駁α／・〃αｚｋａｚｅ九ｓｚ①

〔ＰＲＯＴＯＣＨＯＲＤＡＴＡ〕原索動物門

ｏＵ７ｏＺｏｏＡｏＺγＺａＺｅ 尾索綱

ＯＺＩｃｃＰＺｃ７Ｌ７ａｄＺＯＺｃａ

ｕＡＲＶＡ〕幼生

Ｐｏｚｙｃ/ｂａｃｚａｚ７０ｃ/ｂｏＰ/ｂｏ７ａ

Ｐｏム ｐＯｓｆｚαγＵａ

ＺｃｚγＤａＧａｓｔγｏｐｏｄａ

ＢＺｚﾉａＺｚﾉＺａＤＷｂｏＰＢＺαγzﾉａ

ＢａＺａｎｚＬｓ７ＬａｚＬＰｈｕＳ

ＢａＺ．ｃｙｐ７ｚｓｚａ７Ｕａ

ＢγαｃﾉbytLγａｚｏＣａ

ＯＰ/ｂＺｏＰＺｚＬＺｅｚＬＺＺαγ〃ａ
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0.4 0.50.8
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１
２
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１
２
２
２
２
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＋
＋
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＋
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７
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９
０
１
２

２
２
２
２
３
３
３

1.4

＋
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ユ

0.3
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数

数（ｃｅｌｌｓ／ｌＭ）

沈
総
総

澱 ７．１
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